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母親の育児不安に影響を及ぼす要因について
渡辺弥生・石井睦子
１９６０年代，日本は高度経済成長に伴う産業繊
造の変化によって伝統的な大家族が消失し，核家
族化が進行していった。山本・菅原・上瀬・宮本・
井上（1994）の首都圏在住の３歳から５歳の長子
をもつ若い母親の意識調査では，対象者の大多数
は，家族が３人もしくは４人の核家族の割合が高
かった。この調査では，「結婚は夫の家に嫁ぐこ
とという意識が薄らぎ，家庭は自分たち夫婦と子
どもからなると考えるようになった」とあり，家
庭の規模が女性の意識の面でも小規模化してきた
ことを指摘している。今日の現状において中村
(2002）は，「現在の家庭の経済力から２人以上の
子どもを育てるのは困難である」と，少子化の原
因を社会経済へと言及する一方で，少人数を育て
るのであるから「よい子に育てなければならない」
とか「よい母親でなければならない」と，過度の
緊張状態のなかで子育てを行っていると指摘した。
また，２１世紀に入り，メディアやIＴ（infor‐
mationtechnology）産業のめざましい発展に
伴い，子育てもこれらの影響を受け，情報過多に
よる弊害など様々な問題が生じてきている。悩み
やわからないことがあるとき，特に活字に親しみ
を持っている母親は，育児雑誌や専門誌に頼る傾
向が高い（山本ら，1994)。また，インターネッ
トの普及により，常時，情報の入手が行えるよう
になっているのも現代社会の特徴であろう。しか
し，絶え間なく押し寄せる情報を如何に活用する
かの取捨選択は，個人レベルに依存されており，
ソースが明確でない情報に翻弄され，結果的に誤っ
た解釈が弊害と化す可能性も指摘されている。
実際に「子育てサロン」に参加し母親と対面し
た中村は（2002）は，「現代の母親はスタンダー
問題
牧野（1982）が，育児不安を「子どもの現状や
将来，或いは育児のやり方や結果に対する漠然と
した恐れを含む情緒の状態また無力感や疲労感，
或いは育児意欲の低下などの生理現象を伴ってあ
る期間持続している情緒の状態，或いは態度を意
味する」と最初に定義して以来，育児不安に関す
る研究は数多くなされている。同様の概念として
扱われる研究のタイトルには他に，「育児関連ス
トレス」（佐藤・菅原・島・北村，1994)，「育児
の悩み」（松本，1994)，「育児ストレス」（数井・
無藤・園田，1996）などがあり，様々である。
このように，研究者によって表現内容が一貫し
ないのは，育児不安を捉える観点に相違がみられ
るからであろう。育児不安の概念定義の再検討を
行った恵良（1994）は，「一つには，既存研究が
質問紙法で行われること，つまり質問紙法の場合
は質問項目が研究者の研究意図に規定されるため
に構成因子に相違が生じるため，二つ目は，具体
的な育児不安が各母親に個別的かつ多様であるた
め」と方法論の問題と母親の個別性について指摘
している。加えて，こうした研究が行われていた
時代背景からも育児不安に関する捉え方が異なっ
ていると考えられる。即ち，１９００年代後半と情
報化社会が急速に進展する現代においては，母親
が抱く育児不安の内容も変化していることが予想
される。しかも，育児不安は，妊娠・出産・子育
てと一連の過程を経た女性のもつ普遍的な不安と，
さらに母親個人としての特性的な不安が混ざり合っ
たものであると考えられる。
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ドであることを求め，育児書に子どもを当てはめ
る行動を起こし，結果として当てはめがうまくい
かないことに強い不安を抱くようになるのでは」
との見解を示している。また，昨今のいじめや児
童虐待に関する過熱気味の報道などは子育ての過
程で直面する問題行動など，将来への不安とつな
がりうる育児不安を煽っていることも危慎される。
これまで述べてきた社会的背景を現代の育児不
安の環境的要因とする以外に，近隣社会や親同士
のつながりの希薄化や，夫の適切なサポート不足
も育児不安の一因として考えられている。子育て
を共に行うもっとも身近な存在は，夫であるか，
子どもの教育や育児に関する役割分担は専ら母親
だという，いわゆる母親編重父親不在の形態がい
まだに根強いことも事実である（柏木，1993,
1994)。日本では，子育てに対し“家庭の仕事"，
"個人の責任，，という考え方が根ざしており，社
会全体の営みとする意識は薄い（三沢，1997)。
しかし，近年子育てにまつわる問題や虐待などの
問題を考えると，子どもを取り巻く環境として家
族・親族・地域の人間関係の中に，自然発生的に
あった絆が希薄になったことによる“母子の孤立
化''が顕著であり，子育てに対する社会のサポー
トが必要である（村本，2004)。「"母親が育てる
子育て体制”から“社会が育てる子育て体制',」
(三沢，1997）へとシフトする動きが最近社会全
体に現れるようになったのもこうした背景からで
あろう。
行政の動きを概観すると，１９９４年から策定さ
れたエンゼルプランや新エンゼルプランに次いで，
政府は少子化対策の一環として子育て支援社会の
実現を国の最優先課題として位置づけ，次世代育
成支援施策を制定した（厚生労働科学研究，2003)。
地域における子育て支援は，育児不安解消を目的
に，保育所・児童館・保健所などの公的機関が介
入し急速に発展した（中村2002)。各市町村にお
いては，子育て支援センターの設置や児童館等の
空き時間利用などが模索検討されているほか，民
間団体が主催する子育てネットワークから小規模
なグループに至るまで子育て支援活動が定着しつ
つある。
しかし，こうしたなか，対象者への啓蒙不足や
利用者側から指摘される問題点が徐々に浮き彫り
にされていることも事実である。実際に「多くの
市町村では，乳幼児を抱える母親の不安や葛藤を
充分に受け止めた育児の援助はまだできていない
のが現状」との見方もある（手島・原口，2003)。
このように，育児不安は，こうした時代，情報，
社会支援のありかたによる影響を受けてきたと考
えられるが，他方，こうした環境や時代の変化を
どのように認知するかは，個々の母親の受け止め
方に規定されるという見方もできる。すなわち，
たとえ時代や社会が変化しても，育児不安が低い
ものもあれば，精神的な問題をきたすまで苦しむ
ものも出てくることを考えると，母親個人の子育
てに関する認知に焦点を当てることが必要である
と考えられる。
そこで，本研究では，母親に特有な育児不安に
影響を与える要因の中でも，従来，母親自身の認
知に影響を及ぼすと考えられてきた要因を取り上
げ，育児不安との関係を明らかにすることとした。
母親個人に視点をおくと，母親が育児不安をか
きたてられる場面は，目の前の子どもが自分の思
うとおりにならないときであると予想される。た
とえば，かんしゃくを起こして泣き止まない，夜
泣きがひどい，といった子どもの行動に対する育
児ストレスが育児不安に影響を及ぼしていること
が考えられる。育児ストレスを過程として捉える
と，母親を煩わせる子どもの行動や態度を育児ス
トレッサー，それによって引き起こされる母親の
育児不安は，ストレス反応として考えられるので
ある。
こうしたストレスへのコーピングを高める要因
として考えられ，結果的に育児不安を和らげる要
因として，ソーシャルサポートがあげられる。ソー
シャルサポートは，「他者から愛され，尊敬され，
価値ある存在としてみなされていること，互いに
義務を分担しているなどの認知」として定義づけ
られている（Cobb，1976)。ソーシャルサポート
のストレス緩和機能には，ストレッサーが存在す
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ろときにそれを緩衝する機能を持つ緩衝効果と，
ストレッサーの有無にかかわらず心理的症候に直
接の影響を及ぼす主効果がある。育児不安に関し
ていえば，特に乳幼児の育児を行っている母親は
育児ストレヅサーに対する回避が困難なことが多
いと考えられ，育児ソーシャルサポートが緩和要
因として作用する可能性が高い。
また〆育児を行う過程において認知に影響を与
える要因として，育児観が考えられる。育児観と
は「母親の価値観や人生観，生育歴などに大きく
影響される母親の育児に対する考え方」として定
義される（手島ら2003)。日本に従来からある
"三つ子の魂百までも，,といわれる３歳児神話や
母性神話は，いまだ社会通念となって存在してい
ると思われる。大日向（2001）が「人間の発達過
程において幼少期の重要性は尊重されるべきもの
という意見は世界各国の専門家に共通している」
と述べているように，育児と子どもの人格形成と
の関連を示した研究知見が一般的に浸透されてい
るからであろう。しかし，幼少期の育児が母親で
なければならないか否かの証明は明らかにされて
いない（大日向，2001)。
ソーシャルサポートや育児観のほか，育児不安
に影響を与える変数として，Lazarus＆Folkman
(1984）の“個人の一般的信念”がある。これは，
ストレスを受け止める際の脆弱性の個人差を導く，
各個人での目標パターンの相違であり，Bandura
(1977）によるセルフエフィカシー（self
efficacy）の概念と類似している。セルフエフィ
カシーとは，ある結果を生み出すために必要な行
動をどの程度うまく行うことができるかという個
人の確信であり，また自分の行為について自分が
きちんと統制しているという信念である。不安と
日常行動での一般性セルフエフィカシーとの間に
は負の関係があり，一般性セルフエフィカシーの
低い人はたとえ能力があっても何事にも自信を持っ
て臨むことができずに，些細な失敗でも不安にな
り秘i極的行動がとれないとされる。反対に，高い
人がストレスに直面した時にはストレス反応を軽
減するような対処行動をとり，統制感も高いとさ
れろ。
一般性セルフエフィカシー尺度（以下，GSES
GeneralSelf-EfficacyScaleと略す）は，「行動
の積極性｣，「失敗に対する不安｣，「能力の社会的
位置づけ」の３因子櫛造からなる（坂野・東條，
1986)。ＧSESとストレス反応の検討を試みた研
究では，ストレス反応の「抑うつならびに不安」
因子とＧＳＥＳの「失敗に対する不安」と「能力
の位置づけ」の各因子との間に負の相関を指摘し
ている（牧野・山田，2001)。これは，はじめか
ら失敗してしまうかもしれないという気持ちで物
事に取り組む人ほどストレス反応を表出するので
不安が大きくなり，また社会的な位置づけが低い
と認知することによって自分を過小評価するあま
り不安に陥るものと解釈されている。これらのこ
とから考えると，ストレッサーの刺激を受け表出
されるストレス反応は，ストレッサーそのものに
よる環境要因と，各個人で異なる脆弱性という内
的要因に規定されていることがうかがえる。した
がって，育児ストレスの認知的評価の測定にはセ
ルフエフィカシーの介在を考慮する必要がある。
以上，本研究では育児不安を規定する要因とし
て，育児ストレス，ソーシャルサポート，育児観，
セルフエフィカシーの４変数をとりあげ，育児不
安にどのような影響を与えているかを明確にする
ことを目的とした。これまでに育児不安を取り上
げた研究は数多くなされているが，母親自身の内
的要因を複数取り上げ，関連を実証的に検討した
研究はほとんどない。今後，子育て支援を積極的
に展開するためには，育児不安に与える影響要因
を明らかにしていくことが必要であるが，環境的
な要因だけでなく，母親個人が育児を楽しく有意
義なものとしてとらえ，育児不安を低減していく
ような，きめ細かな配慮と具体的な対応が必要に
思われる。
方法
被調査者
東京都Ｓ区保健所乳幼児健康診査に来所した１
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歳６ケ月検診対象者の母親５９名（平均年齢：
32.3歳，ＳＤ＝4.66)，３歳児検診対象者の母親６１
名（平均年齢：33.8歳，ＳＤ＝447）
測定方法
①被調査者の属性（Tablelに母親・父親の年
齢と職業）
②育児ストレッサー尺度：Ｔａｂｌｅ７に示される
通り，手島ら（2003）が作成した２３項目からな
る尺度で，子どもの行動や態度を母親のストレッ
サーとして測定するものである。その経験頻度を
｢ほとんどない」から「いつもある」までの４段
階で評価し，さらにその時の強度を「全く感じな
い」から「非常に感じる」までの４段階で評定し
た。
③育児不安尺度：同様に手島らが作成した，育
児中に感じる心的状態を表す尺度22項目で，「全
くあてはまらない」から「非常にあてはまる」の
4件法で評定された（Table２)。
④育児サポート尺度：同様に手島らが作成した
尺度で，育児環境を訪ねる１８項目からなり，「全
くあてはまらない」から「非常にあてはまる」ま
での４件法で評定された（Table３)。
⑤育児観尺度：動揺に，手島らが作成した，母
親の育児に対する考え方を求める尺度１３項目か
らなる。「全くあてはまらない」から「非常にあ
てはまる」の４段階で評定した（Table４)。
⑥一般性セルフエフィカシー尺度（GSES：
GeneralSelf-EfficacyScale）：この尺度は，坂
野・東條（1986）が作成した標準化されたもので
ある。通常，ＹｅｓかＮＣの２件法で行われるが，
本調査においてはより細かな心理的差異をひろい
上げるため，「全くあてはまらない」から「非常
にあてはまる」の４件法で評定した。また，１６
項目の内，育児不安に関連がある３項目のみを選
択的に測定した。項目は，「小さな失敗よりずっ
と気にするほうである」「何かをするときうまく
いかないのではないかと不安になることが多い」
｢どうやったらよいか決心がつかずに行動できな
いことが多い」であった。
手続き
2004年７月から１０月までに行われた１歳半と３
歳児対象の乳幼児健康診査に来所した母親に対し
質問紙を配布し，保健所内で記入してもらい個別
に回収した。得られた回答の中で記入漏れや記入
ミスのあったものを除いたものを分析対象とした。
結果
Ｌ被調査者の属性
Ｔａｂｌｅｌに示したが，被調査者である母親の平
均年齢はおよそ３３歳で配偶者の平均年齢はおよ
そ３６歳であった。職業の内訳をFig.１，Fig.２
に表した。母親の職業については，専業主婦の割
合は全体の６２％に対し，パートタイムを含む就
労者の割合が２９％であった。また配偶者では会
社員の占める割合が最も高かった。
Tablel被鯛査者の属性
P1 
L｣ 
1賎藥宗
2．各尺度の分析
本研究の目的である育児不安を規定している要
因を探る前段階として，育児ストレッサーを除く
各尺度について因子分析を行った。結果は以下の
属性 ’１歳'６ケ月児 ３歳児 全体
<父親〉
平均年齢
職業会社員
教且
公務員
自営業
その他
記入なし
７ 
３ 
５３ 
４ 
一一、
５ ３ 
１０６６１ 
１ ６５ 一一、 ６ ３ 
５ ４ 
１３４声。３
ｎ＝118 
35.9 
8８ 
２ 
３ 
1０ 
１１ 
４ 
０ ２ １ 、１ ６ ｜｜ 、９ ５ 、， 親隊く
ｌ ● ３ ３ ８ ３ ３ ３ ２ ３ 
４２３ ７２１ 
０９２ ８３５０４１ ３１ ６ ３ ９８０５１ ム ムイ婦イタ主タト業ルー専フパ
齢年均業平職
業し休他な児の人育そ記
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3９ 
記入なし１
公
パー
専業主婦
貝
Fig.１母親の職業 Fig.２父親の職業
Table２育児不安の因子分析
4（ 
計王日上ｌＲｒｎ
8８ 
罫てに失敗する、
ひ】－ｆ－ムロ化
PＬ白
'１０４ 
、線
上Ｈ今IDD
累積筍
ＤｎｂａＣｈＣ 0.842 
通りである。 第１因子は，「何となく育児に自信が持てない｣，
｢母としての能力に自信がない」「育児についてい
ろいろ心配なことがある」などいずれも育児に対
しての心配や迷い，あるいは自信のなさを表す項
目に負荷量が高いことから「否定的育児感情」因
子と命名した。第２因子は，「１人になれる時間
がない｣，「子どものために仕事や趣味を制約され
る」などいずれも育児によって他にしなければな
（１）育児不安尺度の因子構成
主因子法，バリマックス解による因子分析を行
い，負荷量が０．４０以上で二重負荷の項目「子ど
もを育てることが負担に感じる」を一つ除いて，
もう一度同様の因子分析を行ったところ２因子
(累積寄与率43％）が抽出された（Table２)。
項目 否定的育児感情 育児抑制
固有値
因子寄与率
寄与率
Cronbachのα係数
４４４ ０５５ ●●● ７３３ ３３ 
７ ０ ９ ０ ８９９２４ ９４０８ １９３０ ４ 
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らないことが制約されることに関する項目である
ことから「育児制約」因子と名づけた。因子分析
の結果において明らかになった各因子を構成する
下位尺度の内的整合，性を検討するために，
Cronbachのα係数を算出したところ，「否定的
育児感情」因子が.907,「育児制約」因子が.848
と高く，信頼性は十分に得られた。
いの母親と話す機会がない」「同じ年くらいの子
どもと遊ばせる機会がない」など，育児に関して
共有できる仲間の存在に関することを表している
ことから「育児仲間要求」因子と名づけた。採用
された項目で，因子毎にα係数を算出した結果，
｢他者への援助要請」因子は.843,「育児仲間要求」
因子は.717といずれも高い信頼性が認められた。
（２）育児ソーシャルサポート尺度の因子構成
主因子法，パリマックス解による因子分析を行
い，負荷量が0.35以上で二重負荷を示した２項
目「母乳育児や離乳食など，子育てについて話し
合える人が身近にいる｣，「子どもの心配事がある
ときに相談できる人がいる」を除いてもう一度同
様の因子分析を行ったところ２因子（累積寄与率
356％）が抽出された（Table３)。
第１因子は，「子どもの心配事があるときに配
偶者に相談できる｣，「短時間でも預かってくれる
人が近くにいる」など育児に対しての援助に関す
る項目に負荷量が高いことから「他者への援助要
請」因子と命名した。第２因子は，「同じ年くら
（３）育児観尺度の因子構成
主因子法，バリマックス解による因子分析を行
い，負荷量が0.30以上の項目，２因子（累積寄与
率33.70％）を抽出した（Table４)。
第１因子は，「子育ては母親1人のものではな
く，父親との共同によるものだ｣，「子育ても大事
だが，自分の生き方も大切にしたい」など，子育
て以外にも自分らしさや生き方を大切に考えると
いう，いわゆる「個』を重視する母親を表してお
り「自立的社会派」因子と名づけた。第２因子は，
｢子どもが３歳くらいまでは母親が育てたほうが
いい｣，「育児は母親が中心となるものだ」など，
育児は母親の役割という保守的な考えを表してお
Table３育児ソーシャルサポートの因子分析
、目の-Ｆどもの穣十を天耐で話しぞ
【１
「’
L」
のことを継続的に話せる概会
亜はせる機会
家Ⅱ廃と０
夢動の手段
。、ｂａｃｈのαｌ糸翻
項目 他者への授助要請
育児仲間
要求
5．子どもの心配事があるときに配偶者に相談できる
4．その の子ども 様子 夫婦 合うことができる
9．配偶者はよく理解してくれる
12．自分の代わりに配偶者は家事や育児ができる
3．短時間でも預かってくれる人が近くにいる
１４子育てをする中で艦じたことを安心して話すことができる人がいる
15．歯医者や美容院などに行きたいとき，預かってくれる人がいる
18．子どもと歩いて遊びに行く公園などが身近にある
１０同じ年くらいの子どもをもつ母親と話す機会がない
16．子育てのことを継続的に話せる機会がない
６．同じ年くらいの子どもと遊ば がない
13．同世代の子どもを持つ 族 のつきあいがない
７．移 の手段が乏しく車がないと外出しにくい
５５９２８２８２ 妬幽閉、蛆妬“鋤●白■●□■▲■００００００００ 
７２２５９ ９９４３０ ０１０００ ●●■●■ ０００００ 
１４９５４１３４ ８２８０２４０２ １１００３２３１ ●●ＰＤＣ●●● ００００００００ 
６０９０７ ５８７５２ ６５５５４ ●■９●■ ０００００ 
固有値
因子寄与率
累積寄与率
Cronbachのα係数 ３ ２２２４ ８９９８ ３３３０ ２２ ７９１ ８６６ １Ｌ５ １３ ７ １ ７ ■ ０ 
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Table４育児観尺度の因子分析
４１ 
日ゴムＺ餌］人D〕［、Ｃ
【Ⅲ１
〃】宮
川
[)Ｏちゃん@
奇て，家庭を守るのが女性の箇旧
痔には母親の愛情が絶
Ｏｎｂａｃｈのα係圃
り「母性神話」因子と命名した。各因子を構成す
る下位尺度のα係数を算出したところ，「自立的
社会派」因子.784,「母性神話」因子.665と比較
的高く，内的整合性という点からみて信頼性が得
られたと考える。
の大きさを明らかにするために重回帰分析を用い
て分析した。Ｔａｂｌｅ５はそれぞれの平均と標準偏
差を示したものである。
育児不安尺度を従属変数とし，育児ストレス尺
度（強度)，育児観尺度の２因子，育児ソーシャ
ルサポート尺度の２因子，ＧSESの６つを独立変
数として，重回帰分析の強制投入法で行った
(Table６)。その結果，説明率Ｒ２－７１２と高く，
結果は有意とみなされた。
また，標準偏回帰係数の大きい値を示した順に，
育児ストレス（強度）の.401（p＜０１)，「自立的
Table６育児不安に対する各尺度の関連性
3．育児不安と各尺度の関連性について
本研究では，育児観，セルフエフィカシー，育
児ソーシャルサポート並びに子どもの行動や態度
について，どの程度ストレスを感じているかを測
定した育児ストレスの強度の，育児不安への影騨
Table５各尺度の妃述統叶
、＝１２０
qＵ７９Ｉ９９(］ 
、掴
、ＩIＤⅡⅡ①_厄
定数１８．０１
．．＜０１＊ｐ＜､0５ 
項目 自立的社会派 ~雨､霜可塞了llIi
標準偏回帰係数
育児ストレスの強度
育児観
自立的社会派
母性神話
セルフエフィカシー
育児ソーシャルサポート
育児仲間要求
他者への援助要請
､418*＊ 
､284幸＊
-.380 
､202 ＊ 
一」86＊
-.620 
最小値|最大値 平均値 標準偏差
育児不安
ストレッサー（強度）
育児観
自立的社会派
母性神話
育児ソーシャルサポート
配偶者援助要請
育児仲間要求
セルフエフィカシー
９８２７ 
１１６ ７６７４５８１ ●● ●● ●ｑ■ ０４７６０３９ ４３１ ２１ ９９４２８６２ ７５２１２１１ ２３ ２２ ８３７６３ 
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社会派」因子の.284（ｐ＜､01)，ＧSESの.202を占めていることから，１歳児の母親は同じよう
(p＜､05)，「育児仲間要求」の-.186（p＜０５）でなストレッサーをかかえていることがわかった。
あった。これにより，育児不安に最も大きく寄与それに比べ３歳児では「いやという拒否が強い」
しているのは育児ストレス（強度）で，次いで育に集中している他は，ほとんどの項目に分散して
児観「自立的社会派｣，セルフエフィカシー，育いるため個人差があることがうかがえる。
児ソーシャルサポート「育児仲間要求」の順であつぎに，母親は子どものどんな行動や態度に育
ることか明らかになった。児不安を感じているのかについて，育児ストレッ
サー尺度（強度）と育児不安尺度の相関を求めた。
（１）育児ストレッサーについてその結果，育児不安ともっとも相関が高かったも
重回帰分析の結果，最も寄与率が高かった育児のは「じっとせずウロウロ動き回る」「『いや』と
ストレッサー尺度について，項目毎の詳細を明らいう拒否が強い」「言うことをきかない」などが
かにした。あげられていた（Table８)。
子どもの行動や態度を表した項目において，そTable9が示すように，年齢別で比較すると１
の頻度について壜母親が「ときどきある｣，「いつも歳児で最も高い相関が認められたのは「じっとせ
ある」と回答した比率を１歳児と３歳児の年齢別ずウロウロ動き回る」と育児不安の間であり（r＝
に比較したものをTable7に示した。その結果，616)，３歳児では「言うことをきかない」の項目
１歳児での項目の上位「ひとりでパンツをぬげなであった（r-560)。これをTable7に照らし合
い」と「いやという拒否が強い」がおよそ６０％わせてみると，子どもが頻繁に行う「じっとせず
Table７年齢別の育児ストレッサー（頻度）
「ときどきある｣，「いつもある」と回答した比率
『】
4［ 
Ｍ】
コウロ11ｍきI!】I
９１顎
４８ 漕ぎを恥
‐と力
可
111Ｎ 
ｑ
Ｊ
 ワセヨピ80.ｒ四二U」ﾛﾊ７Ⅲ
］.｡Ｉヲ12ＫＦ
1歳児（％） ３歳児（％）
ひとりでパンツをぬげない５９３
｢いや」という拒否が強い５８．３
大人に頼りすぎる４９．５
じっとせず，ウロウロ動き回る４９５
歯磨きを嫌がる４８．４
言うことをきかない44.0
まとわりついて離れない４２．９
偏食が強い３５．２
寝つきが悪い３１９
睡眠時間がまちまちである３０８
少食である２７．５
かんしゃくをおこす２６．４
自分で食べたがらない２３」
ぐずろとなだめにくい２２０
言葉が遅れている（２語文がでない）１９．８
かぜをひきやすい１８７
湿疹がある１４．３
下痢（または便秘）をする14.3
不安や恐れがある１３．２
友達に関心がない７．７
発音がおかしい６．６
自分で楽しく遊べない６．６
運動が遅れている４．４
｢いや」という拒否が強い５４．１
大人に頼りすぎる３９．３
言うことをきかない３９．３
偏食が強い３２．８
湿疹がある２６．３
まとわりついて離れない２６．２
自分で食べたがらない２６．２
じっとせず， ロウロ動き回る２６．２
寝つきが悪い２４．６
ぐずろとなだめにくい ２４．６ 
かんしゃくをおこす２４６
少食である２１４
睡眠時間がまちまちである２１３
歯磨きを嫌がる１４．８
不安や恐れがある１１．４
かぜをひきやすい９．８
運動が遅れている８２
下痢（または便秘）をする８．２
友達に関心がない８．２
言葉が遅れている（２語文がでない）６．５
ひとりでパンツをぬげない６．５
発音がおかしい６．５
自分で楽しく遊べない１．６
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ウロウロ動き回る」行動や「『いや』という拒否
が強い」態度に対し，母親がストレスであると強
く感じていることがわかった。ただし，1歳児に
おいて「自分で楽しく遊べない」行動が多く認め
られないにもかかわらず母親は不安に思っている
こともわかった。また，３歳児は「言うことをき
かない」行動や「『いや』という拒否が強い」態
度がより頻繁に認められ，母親もそのような行動
や態度により育児不安を感じていることがわかっ
た。
考察
Table８育児不安と育児ストレッサー（強度）の関係 本研究の目的は，育児不安に影響を及ぼす要因
として，育児ストレッサー，育児ソーシャルサポー
ト，育児観，および心理的ストレスの個人的要因
として一般性セルフエフィカシーを取り上げ，ど
の要因が深く関わっているカコの詳細を検討するも
のであった。その結果，取り上げたすべての要因
が育児不安を規定していることが明らかとなった。
特に，最も育児不安に影響を及ぼしていたのは
育児ストレッサーであった。このことは，「育児
ストレスを過程としてとらえ，母親を煩わせる子
どもの行動や態度を育児ストレッサー，それによっ
て引き起こされる母親のストレス反応を育児不安
とする」と定義した手島ら（2003）の知見と一致
するものであり，子どもの行動にどう対応してよ
いかわからないというとまどいが母親としての不
安や適性のなさなどの自信を喪失させるのではな
いかと考えられた。
育児ストレツサー（強度）全体
じっとせずウロウロ動き回る
｢いや」という拒否が強い
言うことをきかない
寝つきが悪い
自分で楽しく遊べない
育児不安
、556*＊
495ｍな
、437中．
370*＊ 
、367ｳ＊
ぐずろとなだめにくい
かんしゃくを起こす
不安や恐れがある
まとわりついて離れない
友達に関心がない
少食である
ひとりでパンツがぬげない
歯磨きを嫌がる
大人に頼りすぎる
言葉が遅れている(二語文がでない）
睡眠時間がまちまちである
偏食が強い
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Table９年齢別に比較した育児不安と育児ストレッサー（強度）
１歳児
じっとせずウロウロ動き回る
自分で楽しく遊べない
｢いや」という拒否が強い
不安や恐れがある
寝つきが悪い
友迎に関心がない
まとわりついて離れない
ぐずるとなだめにくい
言うことをきかない
ひとりでパンツがぬげない
少食である
歯磨きを嫌がる
育児不安
、316*．
、563本．
、523*＊
、497.＊
、426*＊
、388*．
、383*＊
，379*＊ 
、370事＊
、364*噸
、356*率
346*な
３歳児
言うことをきかない
じっとせずウロウロ動き回る
｢いや」という拒否が強い
大人に頼りすぎる
かんしゃくを起こす
ぐずるとなだめにくい
寝つきが悪い
まとわりついて離れない
言葉が遅れている（二語文がでない）
育児不安
560噸＊
477鉢
、465*＊
、372事．
、363*゛
、331*＊
807率
、303＊
279掌
睡眠時間がまちまちである
かんしゃくを起こす
自分で食べたがらない
326＊ 
320＊ 
､305＊ 
｡。ｐ＜０１．ｐ＜０５
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つぎに，影響を及ぼしていたのは育児観であっ
た。なかでも，育児は母親だけが行うものではな
く，さらに育児以外のことにも積極的に関わりた
いという考えであった。山本らの調査（1994）に
よれば，結婚あるいは出産まで就労していた女性
の割合は９０％を超えるという。しかしながら，
本調査における対象者の６０％以上は専業主婦で
ある（Fig.１)。つまり，仕事を続けたかったに
もかかわらず育児のためにやむなく専業主婦を選
択した場合が少ないことが考えられる。これにつ
いては，大日向（1988）が「母親の就業形態と母
親役割受容との関連性」について考察したなかで，
｢専業主婦は，育児に専念することで世の中から
遅れることや視野が狭くなる事を懸念する傾向が
あり，常勤にくらべて母親役割受容に葛藤が大き
い」と述べていることと結びつく。したがって，
社会で活躍する同輩に対し羨望感が生じることも
考えられる。自分の人生はこれでよいのかと不安
に思ったり，自分にはやり残していることがたく
さんあると焦ったりする日々への生活への不満が，
育児に対する不安として表れたものと考察される。
一方，「子どもは３歳くらいまでは母親が育て
たほうがいい｣，「子どもを育て，家庭を守るのが
女性の責任だ」という伝統的な考えを持つ母親に
は育児不安との関連性が認められなかった。この
ような考えは，伝統的な母性神話や母性信仰と称
される。大日向がその著書『母性の研究』（1988）
において，育児は必ずしも母親だけの役割ではな
いこと，また母性ではなく育児性であるとあえて
主張している。つまり，そうした母性神話の社会
通念が，母親の心理状態を圧迫することを示唆し
ている。しかし，本研究からは大日向の主張する
ような結果は認められなかったことになる。
これは，伝統的な考えをもつ者の方が専業主婦
として子育てをすることに対して適応的であり，
考え方と行動が一致していることから育児不安が
少ないと考えられる。
三番目に，育児不安に関連したＧＳＥＳの３項
目のみで行ったにもかかわらず有意な結果が得ら
れた。このことは，ストレス反応の「抑うつなら
びに不安」因子とＧＳＥＳの「失敗に対する不安」
因子に負の相関を指摘した牧野らの見解と合致す
る（2001)。育児観や育児サポートなど直接育児
にかかわる要因だけではなく，人としてなにかを
する際に，やれると思えるか，うまくいかないか
もしれないと考えるかは後々の行動に大きく影響
することが考えられ，育児のみではなく，母親の
心構えとしてセルフエフィカシーを高める対応が
必要であると考えられる。
四番目に，育児ソーシャルサポートとしての育
児仲間の存在が育児不安の緩和要因として作用し
ていることが明らかとなった。配偶者をはじめ周
囲に育児をサポートしてくれる第三者の存在は，
必要なときに育児から母親を解放してくれる。日々
の生活の中で子どもを連れて行くことができない
病院や美容院に出かける際に，気軽に預かっても
らえる人がいないということは大きなストレスと
なりうる。また，子どもの問題について気安く相
談にのってもらえる存在がいないことも同様であ
る。これらのことから，育児を手助けしてくれる
人や環境が育児不安を軽減する要因となることが
示唆される。しかし，核家族化が進む現代社会に
おいては近親者に援助を求める環境にいる母親は
少ないと思われ，さらには最も身近な存在である
配偶者もサポーターとしての役割を十分に果たし
ていないことが示唆された。
最後に，育児ストレッサーの影響が明らかになっ
た。従来，育児不安研究において，子どもの発達
段階に応じた観点から検討されたものはほとんど
ない。新生児から這うようになるまでや，歩きは
じめてからの子どもの行動などの発達の変化は急
激であり，それにともなって母親の子どもに対す
る接し方や感じ方も同様に変化する。
Ｔａｂｌｅ９に表したように，１歳児のほうが３歳
児に比べ育児不安と関連があるストレッサーが多
い。「ひとりでパンツをぬげない」や「歯磨きを
いやがる」など自立を求める項目にストレスを感
じている。また，「友達に関心がない」ことに不
安を強く感じていることがわかる。３歳児になる
と，「言うことをきかない」や「『いや」という拒
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母親の育児不安に影響を及ぼす要因について 4５ 
否が強い」など反抗に関する項目にストレスが集
中している。こうした内容は子どもの健全な発達
を考えると当然であるが，子どもの言語理解や発
達段階と，母親の子どもに対する期待や要求にズ
レがあるために育児不安を強く生じさせているこ
とが考えられる。
したがって，子どもの発達段階を理解していれ
ば，かなり育児不安を軽減できる可能性が高いも
のと思われる。この場合，子どもの性格や行動傾
向には個人差があるのは当然であり，偏った情報
に惑わされないことも重要となる。今後，母親に
子どもの発達が理解できるような，できれば，子
どもの発達を楽しむことができるような支援を具
体的に考えるべきであろう。
本研究は，母親の育児不安の原因を考えるため
に，個人的な認知的側面に焦点を当て，子どもの
行動へのストレス，育児観，ソーシャルサポート，
セルフエフィカシーの４つの要因にしぼって検討
した。その結果，すべての変数が母親の育児不安
に影響を及ぼしていることが明らかになった。た
だし，各変数間の互いの影響の及ぼしあい方や，
時系列的な影響度の違いについては検討していな
いため，今後詳細に検討すべきであろう。また，
育児支援の方法として，各変数それぞれに対応す
るすべを考えていくことも必要であろうが，その
中でも根幹となる要因を深くとりあげて，まずそ
の点から対応していくことも考える必要があるよ
うに思われる。
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《Summary》
文学部紀要第５１号
FactorsAffectingMaternalAnxietyConcerningChild-rearing 
ＹａｙｏｉＷａｔａｎａｂｅａｎｄＭｕｔｓｕｋｏｌｓｈｉｉ 
Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙｉｓｔｏｉｎｖｅｓtigatefactorsaffectingmaternalanxietyconcerning 
child-rearingThesedaysmostmothersseemtosufferfromchild-rearingandchild-carerelated 
stresses、Ｉｔｉｓｉｍｐｏｒｔａｎｔｔｏｄｅｔｅｒｍｉｎｅｔｈｅｆａｃtorscausinganxietyinrearingchildreninorderto
supportmotherswithsuchaproblemSubjectswerel20motherswhohavehadastandardized 
babycheck-upforoneyearandsixmonthsandthree-year‐oldbabiesselectedrandomlyata D 
publichealthcenter・Theyweregivenquestionnairesincludingquestionsaboutchild-care
stresses,viewsofchild-care,socialsupportandself-efficacy・Regressionanalysisshowedthat
maternalanxietywasaffectedbychildcarestresses,viewsofchild-care,andself-efficacysucces‐ 
sively・Thechildcarestressesweredifferentbetweenone-yearand‐six-monthandthree‐year‐
ｏｌｄchildren，Ｍｏｔｈｅｒｓｗｈｏｗａｎｔｔｏｓｅｅｋｓｅｌf-fulfillmentbesideschild-caretendedtofeelmore 
maternalanxietｙｔｈａｎｔｈｏｓｅｗｈｏｔｈｉｎｋｔｈａｔｍｏｔｈｅｒｓｓhoulddevotethemselvestobringuptheir 
childrenMotherswithlowerself-efficacyalsofelthighermaternalanxiety・Moreover,mothers
havingthree-years‐ｏｌｄchildren，ｗｈｏｗａｎｔｔｏｆｉｎｄｐｅｅrwithsamesituationaboutchild-care， 
showedhighermaternalanxiety、Fromtheseresults,webelievethatitisnecessarytoencourage
mothersfeelconfidentandtofostertheirproblem-solvmgabilitiesandstressmanagementskiUs． 
Keywords:maternalanxiety,ｖｉｅｗｓｏｆｃｈｉｌｄｃａｒｅ,child-carestress,self-efficacy,socialsupport 
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